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受賞者氏名： 宮脇 敦史（ミヤワキ アツシ）医学博士 

所属機関および役職：理化学研究所脳科学総合研究センター副センター長 

生年月日 昭和３６年１２月２８日生 

略  歴 昭和６２年 ３月  慶應義塾大学医学部卒業 

  平成 ３年 ３月  大阪大学大学院医学研究科博士課程修了 

  ３年 ４月  日本学術振興会 特別研究員 

  ５年 ４月  東京大学医科学研究所 助手 

 ７年１０月  米国カリフォルニア大学サンディエゴ校 博士研究員 

 

１１年 １月  理化学研究所脳科学総合研究センター細胞機能探索技術開発チーム  

              チームリーダー 

  

１６年 １月  理化学研究所脳科学総合研究センター先端技術開発グループ  

        グループディレクター 

１７年 ７月  東京大学分子細胞生物学研究所細胞機能情報研究センター  

        客員教授（～平成 22 年 3 月） 

 １８年 ４月  自然科学研究機構基礎生物学研究所 客員教授（～平成 23 年 3 月） 

 

１８年１０月  科学技術振興機構 ERATO 研究総括（～平成 24 年 3 月） 

１９年 ４月  早稲田大学理工学術院 客員教授 

 

  ２０年 ４月  理化学研究所脳科学総合研究センター 副センター長 

  ２１年 ４月  慶應義塾大学医学部 客員教授 

  ２４年 ４月  横浜市立大学大学院生命ナノシステム科学研究科 客員教授 

  ２５年 ４月  理化学研究所光量子光学研究領域生命光学技術研究チーム 

                チームリーダー 

  

受賞対象となった研究業績 

「バイオイメージングの医学応用的開発研究」 

バイオイメージングの先駆者として、様々な蛍光タンパク質や指示薬などを開発し新しい可視化技術を提案す

るとともに、各々の蛍光特性の分子機構を解明するなど、基礎から応用をまたぐ幅広い生命科学研究領域で著

しい貢献を果たした。蛍光カルシウム指示薬 Cameleon に始まり、実用的に明るい GFP改変体 Venus、蛍光

色が不可逆的に変化する Kaede あるいは可逆的に変化する Dronpa、細胞周期の進行をリアルタイムに可視

化する蛍光指示薬 Fucci、オートファジーを可視化する Keima、レチノイン酸の蛍光指示薬 GEPRA など、

数々の可視化ツールの開発に成功した。さらに、固定生体組織を透明化する Scale 技術の開発によって大規模

３次元再構築の先鞭をつけた。また、ビリルビンの結合で蛍光発光する UnaG を、ニホンウナギを材料に開

発し、蛍光タンパク質の概念を拡張するとともに、ヘム代謝の可視化を元に医療応用研究を展開している。こ

れらは医学応用研究に新しい潮流を吹き込む先駆的で独創的な研究業績である。 


